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無線を活用した無線を活用した
地域の地域のブロードバンドブロードバンド整備整備へへのの取組み取組み
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事例発表２－⑧
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レジュメ

◆ 無線を活用した地域のブロードバンド整備への取組み事例

①Ｗｉ-Ｆｉによる無線アクセス
②ＷｉＭＡＸ

◆ 地域の集落形態の特性
◆ 地域情報化への活用

③ＷＮＡ（ﾜｲﾔﾚｽ・ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｱｸﾞﾘｹﾞｰｼｮﾝ）

◆秋田市雄和地区無線アクセスシステム実証試験の概要
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①Ｗｉ-Ｆｉによる無線アクセス

平成１０年度 四国電気通信監理局 「自治体ネットワーク用小規模無線システムに関する調査研究会」をきっか
けに、無線ＬＡＮによる地域イントラネット構築の有用性が認知され、全国１５０市町村以上の有線インフラ構築困
難な中山間地域など条件不利地域を中心に、Ｗｉ-Ｆｉ（２.４ＧＨｚ帯,ＩＥＥＥ８０２.１１ｂ/ｇ）を利用した地域イントラネッ

トの構築導入が普及。

加入者系回線へのＷｉ－Ｆｉ利用は、廉価な回線網として期待されるものの、カバーエリアの大きさなどから、単体で
の成功事例は少ないが、公設民営や互助会形式による成功事例もある。

●行政等による地域のコミュニティエリアネットワーク

役場

学校

公共施設

無線IPルーター

●民間事業者による地域の商用インタ
ーネット接続サービスへ再利用可能。

条件不利地域

ダム/河川、道路等の遠隔監視
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●無線アクセスによる地域コミュニティネットワークを整備

●光ファイバ、無線アクセス、中継（メッシュ）の組合せ

●加入者のアクセスは、無線ルータを家庭に設置

■テレワークセンターと無線IPルーター設置概要

■阿蘇町ふれiネットワーク構成

■サービス概要

●無線IPルーター 最大伝送距離２２km、最大実効速度２０Mbps

・光直集型、屋外専用設計 無線IPルータ

・MP to MP、Ｐ to Ｐ のいづれのトポロジーも可能

・ＮｅｔＢＳＤ搭載により遠隔監視、制御可能

・内蔵光スイッチにより、カスケード接続が可能。

料金 プロバイダ料金 一括購入 月額2,835円

レンタル 月額3,885円

機器費 専用ルータ 一括購入 63,000円　（分割支払もあり）

エリア 阿蘇市（波野除く）

通信速度 11Mbps（実効速度：～5Mbps程度） 54Mbpsも併用

光ファイバー網

無線基地局

無線中継局

無線網

阿蘇ﾃﾚﾜｰｸｾﾝﾀｰ

Wi-Fi導入事例 熊本県阿蘇町｢ふれiネットワーク｣
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②ＷｉＭＡXのFWA的利用

IEEE802.16 Wi-MAXの高利得アンテナを用いFWA的利用を
・現在；国内での評価/試験を実施中
・今後；総務省の審議結果に合わせ、製品と各種ソリューションを国内提供予定。

（IEEE802.16e製品も順次提供予定）

実証機器実証機器
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地域の集落形態の特性

• 条件不利地域でも集落内の住宅密度は、さほど低くない。
– 条件不利地域であっても、クロージャから軒先までの距離は、大きくならない。

• 個々の集落の規模（住宅数）は、１００戸以下程度と小さい。
– 地区内の全戸加入したとしても、各個辺りの基幹網費用、サービス固定費の負担が大きい。

– 地区内の全戸を接続する伝送路の距離は、１から２ｋｍ程度と低い。

• 中心市街地（条件非不利地域）の周辺には、複数の条件不利地域が点在する。
– 中心市街地から１０ｋｍ程度に、条件不利地域が点在する。

– 中心市街地から条件不利地域までの伝送路長は長く、河川や山間などのため施設コスト
が高い。

中心市街地

河川等

Ｂ地区

条件不利地域

Ａ地区

条件不利地域

Ｃ地区

条件不利地域

Ｄ地区

条件不利地域

中心市街地－条件不利
地域間の伝送路は高価

地域内伝送路の
敷設コストは安価

複数の条件不利地域が
周辺に点在
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●ｘDSLサービス
自営ＲＴ-ＢＯＸ

≪ラストワンマイル≫

地域情報化への活用

中心市街地

地域情報ハイウェイ等
●Ｗｉ‐Ｆｉによる補完

地域センター等の基地局
●WiMAXサービス

≪中継網≫中心市街地から、自営ＲＴ-ＢＯＸへ

●WiMAXサービス

WiMAX

WiMAX

Point-to-Multipoint
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FTTH / xDSL

自営ＲＴ-ＢＯＸ

③ＷＮＡ（ﾜｲﾔﾚｽ・ﾈｯﾄﾜｰｸ・ｱｸﾞﾘｹﾞｰｼｮﾝ）

中心市街地

マルチキャスト
ルータ

中心市街地～条件不利地域まで ⇒ WiMAXなどの無線で接続(Wi-FiのP to Pも可能)

地域内は、FTTH/xDSL等などで小規模イントラを構築

域内集線局にマルチキャストルータやキャッシュを配備し、無線基幹網の帯域消費を削減

無線集線局の設備コストを、複数の条件不利地域で共用。

●スケールある集線により、事業者の参入コストを低廉化。

無線区間は、ユニキャストを利用し、伝送品質を確保。

無線（ブロードキャスト P to MP）では、マルチキャストによる帯域節約効果は期待出来ない。

地域内の加入率や帯域消費が上がったら、無線基幹網を光などに拡張可能。

・
・
・

Internet
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《実施事項》

(1)目的

有線ブロードバンド代替システムとしての広帯域無線アクセスシステム
の可能性評価

技術的課題の収集とノウハウの取得

(2)調査の実施時期、実施場所

実施期間：2007年2月20日～11月30日

実施場所：秋田県秋田市雄和地区

(3)実証試験の項目

WiMAXを用いたブロ－ドバンドワイヤレスアクセスシステムの構築、
性能評価

今後の技術開発につなげる技術的課題の抽出

電波伝搬等調査

異種ネットワーク（システム）の相互接続性の確認 等

秋田市雄和地区無線アクセスシステム実証試験

●秋田市雄和地区において、2007年2月からWiMAXの実証試験に参加。（東北総合通信局主催「地理的デジタ
ル・ディバイドを解消する情報通信技術に関する調査研究会」の一環。東北総合通信局、秋田市、アライドテレシス、
東北インテリジェント通信、地域ISP）」

雄和7地区３８３世帯地区

（ISDNのみの地域）

〔国土地理院地図より〕

〔実証試験地域の概略図〕
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実証試験ネットワーク構成イメージ

●ネットワーク構成イメージ

●ＷｉＭＡＸ設備機器類

Internet
基地局 端末局基地局空中線

中心市街地 新JAあきた川添地区ﾗｲｽｾﾝﾀｰ

センター局

雄和7地区３８３世帯

(PacketWave1000)

100Mbpｲﾝﾀｰﾈｯﾄｱｸｾｽ網 ・2.5GHｚ帯、最大19Mbps

・100Mbpsアクセス回線と連携
・1アンテナで最大270度

のエリアカバー

・ 2.5GHｚ帯、最大19Mbps

・無線と100Mbpsイーサネット連携

AC電源

ｱﾝﾃﾅ

ｻｰｼﾞﾌﾟﾛﾃｸﾀ

Interface BOX

PC

（PacketWave230）

PacketWave 1000 

基地局機器 基地局アンテナ 端末局アンテナ

PacketWave 230 

伝送距離：数100m～3Km




